<Notes> Production Function and Production Possibility Frontier by 植松, 忠博
Title生産関数と生産可能性曲線
Author(s)植松, 忠博









結合企業の重層性…一 一...... …堀江英一 1 
経営分析方法論の批判的検討...・H ・.....…・…・野村秀和 19 
占領下日本財政の「合理化」過程と






















黒岩 [5]， 14~15 頁にはこれがあるが， なお完全に包括的ではないと思われる。本硝








いま m 種D生産要素を使って n種の最終生産物を生産するとして陽関数の形で与え
I; より社命的変形関教の導出については， Graa宜 [3J，pp. 28-29を事照凶
生産1関数と生産可能生曲線 ( 61) 61 
られた各生産物の生産関数を






L三I:p，F，+ I: A; (X;-I: x;;) 
の極大条件として表わせる。
この 1階の条件により
ilF; 、 !i=1... n、Z司王一~l; \i~î:::;';') ただし向，"1





















62 (62) 第 100巻第1号































2要素→ l生産物の 2つ白生産関数が homotheticな生産関数で，要素の限界代啓率
がそれぞれ0 ケースで逓滅的であれば 2財の生産の効率的軌跡 e伍ciencylocusは，
単調な convexfunctIon文は concavefUllction -Cある。
証明





































点に凸〉であるから，点 PとQ，R 第 2 図
における接線 (ω と bb)は平行で，しかも Q と Rとを通る等量曲線は，互に決して




2) efficiency 1()Cu5というタ ムは， Butor (1Jによっている.













































aDAa， bBb， cCGcは y，財の等
量山線であり，産出レベルを等間隔
にとっ C針。 1次|司次の仮定によ 077-J
って，図において DR=RGである。






t1t1 / t2t2 /1t4t4 
t1t1 I1t~t! 1 t，t， 
となって，これらすべてり直線は互いに平行である。
しかも yl， Y2の生産に日ける要素の限界代替率は逓滅的，すなわち各等量曲線は原点















の生産につレては D と A，CとG は同じ産出レベルにあり ，y，財については A と
E， FとC とは司じ産出レベルにある。従って，いま A→lヨ→Cへ最適産出のレベルを
変えると，.Aß から BC へ y， 財の生産を同じ規模だけ増加する (BD~GB) 時にヲ y，


















となるように 00，bb， cc曲線を定めることであるから 3 明らかに
BK<BDくBG<BL
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